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氏名  近 藤 清 華      

学位  修士（教育学)   

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

 家庭科教育学  家庭科 教員養成 カリキュラム 家政学 

主要担当授業科目 
家庭、家庭科指導法、食物環境Ⅰ・Ⅱ、子どもの食と栄養Ⅰ、課題研究Ａ・Ｂ 

子ども学基礎演習Ａ・Ｂ、教育実習指導Ⅲ、教育実習Ⅲ 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 
事項 年月日 概要 

１ 教育方法の実践例     

 

・大学における通信教育課程の指導の実践 

「初等家庭科教育法」 

 

 

 

 

・大学における通信教育課程の短期スクー

リングの指導実践「家庭」 

 

 

 

 

・小学校家庭科教員に必要とされる知識・

技術を身につけるための授業の実践 

「家庭」の指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・小学校家庭科教員に必要とされる教科指

導技術を身につけるための授業の実践 

「教科指導法（家庭）」の指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 21 年 

4 月～ 

平成 22 年 

7 月 

 

 

平成 21 年 

8 月・ 

平成 22 年 

8 月 

 

 

平成 20 年 

9 月～ 

現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 20 年 

4 月～ 

現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東京未来大学子ども心理学部通信教育課程の「初等家庭科教育

法」（3 年次配当、半期、小学校教員免許取得必修、2 単位）の

授業において、オリジナルの学習の手引きを作成した。授業形態

はメールのみであったが、レポート課題等で授業内容の理解を高

め、レポートによる課題にて評価を行った。 

 

東京未来大学子ども心理学部通信教育課程の「初等家庭科教育

法」（3 年次配当、半期、小学校教員免許取得選択科目、2単位、

スクーリング講座）の授業において、オリジナルのプリントを用

いて理解を深められるよう努力した。実習として調理実習、被服

製作を行った。 

 

国士舘大学文学部教育学科初等教育専攻の「家庭科概論」の授業

において（2 年次配当、後期、小学校教員免許状取得科目、2 単

位、平成 20 年度～平成 23 年度） 

川口短期大学こども学科の「家庭」（2 年次配当、前期、小学校

教員免許状取得選択科目、2単位、平成 24 年度～令和元年度） 

共立女子大学家政学部児童学科の「家庭科指導法」（2 年次配当、

後期、小学校教員免許状取得選択科目、2 単位、平成 27 年度～

現在） 

東京成徳大学子ども学部子ども学科の「家庭」（3 年次配当、令

和 5 年度より 4 年次配当、後期、教員免許状取得選択科目、2 単

位、令和 2 年度～現在） 

家庭科とはどのような学問か、さらに、学習指導要領の分析、学

習指導案の作成、模擬授業等を通して、小学校の教員として家庭

科を指導する際に必要な知識、技術の習得を目指し、指導を行っ

た。授業に際しては、理解を定着させるため、オリジナルのプリ

ントを用いた。家庭科の教科内容等についてのオリジナルプリン

トを作成した。さらに、調理実習や被服製作等、知識のみならず

技術の習得もできるようにしたため、知識と技術の定着ができ

た。 

 

国士舘大学文学部教育学科初等教育専攻「教科教育法（家庭）」

（3 年次配当、前期、小学校教員免許状取得科目、2 単位、平成

20 年度～平成 23 年度） 

川口短期大学こども学科「初等教科教育法（家庭）」（2 年次配

当、後期、小学校教員免許状取得選択科目、2 単位）（平成 24

年度～令和元年度） 

東京成徳大学子ども学部子ども学科の「家庭科指導法」（3年次

配当、前期、小学校教員免許状取得科目、2 単位、令和 2 年度～

現在） 

家庭科の教科内容等についてのオリジナルプリントを作成した。

学習指導要領の分析シートを作成し、グループワークなどができ

るよう考慮した。知識と技術の定着ができ、指導案の作成、模擬

授業等につなげられた。 

授業において、学生が知識を定着できるように、毎回、資料を作

成し配布している。授業に際しては、振り返りがしやすいように

オリジナルのプリントを用いた。 



・家庭科授業の中の被服製作の技術を身に

つける実践 

 

 

 

 

 

・保育者に必要な栄養に関する知識・技術

を身につける実践 

「子どもの食と栄養Ⅰ・Ⅱ」の指導 

 

 

 

 

・中学・高等学校家庭科教員に必要とされ

る教科内容の知識・技術を身につけ、指

導技術を身につけるための授業の実践 

 「家庭科教育の理論と方法」、「家庭科

教育の理論と実践」の指導 

 

 

 

 

 

 

・一般教養科目「食物環境Ⅰ・Ⅱ」の指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一般教養科目「ジェンダー論Ｂ」の指導 

平成 24 年 

4 月～ 

平成 24 年 

8 月 

 

 

 

平成 24 年 

4 月～ 

令和 2 年 

3 月 

 

 

 

平成 29 年 

4 月～ 

平成 30 年 

3 月 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 

4 月～ 

現在 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 

4 月～ 

令和 7 年 

3 月 

国士舘大学文学部教育学科初等教育専攻の「家庭科実習Ａ」（3

年次配当、前期、小学校教員免許状取得選択科目、2 単位、平成

20 年度～平成 23 年度）の授業において、学生の要望を考慮し、

被服製作を中心に実習を行った。平成 20 年度より、小学校家庭

科で指導する内容を含め、バッグやワンピースの製作の指導を行

った。 

 

川口短期大学こども学科の「子どもの食と栄養Ⅰ」（1 年次配当、

前期、保育士資格必修科目）、「子どもの食と栄養Ⅱ」（平成

26 年度までは 1 年次配当、後期、保育士資格必修科目、平成 27

年度より 2 年次配当、後期、保育士資格必修科目）において、テ

キストに沿ったオリジナルワークシート（全時間分作成）を作成

し、補助教材とした。 

 

共立女子大学家政学部被服学科、食物学科の「家庭科教育の理論

と方法」（3 年次前期配当、2単位、中学高等学校家庭科教員免

許状必修科目）、「家庭科教育の理論と実践」（3 年次後期配当、

2 単位、中学高等学校家庭科教員免許状必修科目） 

家庭科の教科内容等についてのオリジナルプリントを作成した。 

家庭科のバックグラウンドとなる家政学の概念に触れながら、家

庭科教育の衣食住、家庭生活と家族、消費者教育、保育、高齢者

と福祉に関する内容の理解に加え、学習指導要領の分析、グルー

プワークなどを組み入れ、知識と技術の定着をし、指導案の作成、

模擬授業等につなげた。 

 

東京成徳大学子ども学部子ども学科の「食物環境Ⅰ」（2 年次前

期配当、2 単位、一般教養・選択科目）、「食物環境Ⅱ」（2 年

次後期配当、2 単位、一般教養・選択科目） 

食生活に関する内容においてオリジナルプリントを作成した。 

毎回の授業を振り返り、各自の課題を明らかにし、健康で豊かな

食生活と安全な食物環境に対する認識を深める授業を行い、生涯

にわたり健全な食生活の実践のための基本的考え方や方法を総

合的に学ぶ授業を行った。 

 

東京成徳大学子ども学部子ども学科の「ジェンダー論Ｂ」（2 年

次後期配当、2 単位、一般教養・選択科目） 

ジェンダーにおける基礎的理解し、ジェンダー問題を主体的に理

解し、自分なりの考えをまとめ理論化できる能力を養うよう毎

回、資料を作成し配布している。授業に際しては、振り返りがし

やすいようにオリジナルのプリントを用いた。 

２ 作成した教科書，教材 

 
    

  授業教材の作成 

 

平成 20 年 

4 月～ 

現在 

担当授業において、授業内容に関するオリジナルのプリントを作

成し、授業内容の理解につなげている。 

 

 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価     

 

学生による授業評価アンケート 

   国士舘大学、東京未来大学、 

   川口短期大学、共立女子大学 

      東京成徳大学 

 

平成 20 年 

4 月～ 

現在 

 

国士舘大学、東京未来大学、川口短期大学、共立女子大学、東京

成徳大学において授業後に実施された。 

学生による授業アンケート結果は、5 段階評価であり毎回 4.5 以

上の評価を受けている。特に「教員の話し方や説明が分かりやす

かった」「毎回の授業のテーマの明確化されていた」等の評価が

高い。 

 

４ 実務の経験を有する者についての特記

事項 

 

 「保育教諭資格付与特例講座」 

埼玉学園大学 

 

 

 

    

 

 

平成 28 年 

8月 

平成 29 年 

8 月 

 

 

 

保育教諭資格付与特例講座として埼玉学園大学において、保育教

諭資格付与講座の特例科目「保健と食と栄養」の「子どもの食と

栄養」を担当した。本講座は、幼稚園教諭免許状を取得し、実務

経験を 3 年以上有している者に、保育士資格を取得するための講

座である。2 日間の集中講義を行い、栄養に関する基礎的知識、



 

 

 

 

 「2022 年度公開講座」東京成徳大学 

 

 

 「スキルアップ研修」保育士対象 

 

 

 

令和 5 年 

 2月 18日 

 

 

令和 8 年 

1 月 20 日 

子どもの健康と食生活の意義、さらに調理を行い、子どもの発育、

発達と栄養、食生活との関連を発達ごとに講義、演習をした。 

 

東京成徳大学子ども学部 2022年度公開講座を担当した。 

テーマは「子どもの食を考えよう！－幼児期の生活を中心に－」

として、1 時間 30 分の講義を行った。 

 

「スキルアップ研修会」一般社団法人保健福祉振興財団 

白百合保育園（東京都江戸川区） 教職員スキルアップ研修の講

師として、保育士対象の食育講座を 2 時間行った。 

５ その他 

 

 

 

 

 

特記事項なし 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 
事項 年月日 概要 

１ 資格，免許 

 

 学校図書館司書教諭 

 中学校教諭専修免許状（家庭） 

 高等学校教諭専修免許状（家庭） 

 保育士 

 

 

平成 13 年 

平成 15 年 

平成 15 年 

令和 7 年 

 

 

文部省（第 216111 号） 

神奈川県教育委員会（平 15 中専修第 0004 号） 

神奈川県教育委員会（平 15 高専修第 0003 号） 

東京都（180630 号） 

   

２ 特許等     

   

・大学における助手業務 

 

平成 16 年 

4 月～ 

平成 17 年 

3 月 

共立女子大学家政学部教職課程研究室において、研究室の運営と

して主に、教授、助教授、講師の職務補佐等を行った。授業準備、

学生への対応、教育実習に関する書類の作成等を行った。 

 

  

・専門学校における業務     

 

 

 

 

・短期大学における業務 

 

 

 

 

 

 

・大学における業務 

   

平成 17 年 

4 月～ 

平成 19 年 

3 月 

 

平成 24 年 

4 月～ 

令和 2 年 

3 月 

 

 

 

令和 2 年 

4 月～ 

貞静学園保育福祉専門学校の教諭として、教育実習、保育実習に

関する書類の作成、実習園への依頼、実習指導としての実習園へ

の巡回指導。学生募集として高等学校への訪問。担任としてのク

ラス運営、就職指導等を行った。 

 

川口短期大学の専任講師、准教授として、保育実習,教育実習に

関する実習の講義、実習園への依頼、実習指導としての実習園へ

の巡回指導を行った。 

ゼミを担当し、実習指導、就職指導など学生指導を行った。 

校務分掌としては、キャリア委員、紀要委員、FD 委員、入試委

員を担当した。 

 

東京成徳大学子ども学部の准教授として、小学校実習に関する実

習指導を行い、実習校への巡回指導を行っている。 

さらに、保育実習,幼稚園実習の巡回指導を行っている。 

ゼミを担当し、卒業論文の指導を行っている。 

学務分掌としては、実習運営、入試業務、研究倫理委員を担当し

ている。 

 

４ その他 

 

 学会における活動 

 日本家庭科教育学会 会員 

日本家政学会 会員 

日本家政学会家政教育部会 

日本家庭科教育学会 関東地区会 役員 

日本家政学会原論部会 会員 

 

  

 

 

平成 13 年 

平成 13 年 

平成 29 年 

平成 27 年 

令和 6 年 

 

 

 

正会員 

正会員 

選挙管理委員（平成 29 年、平成 31 年） 

役員（会計）～現在 

正会員 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・共

著の別 

発行又は発

表の年月      

発行所，発表雑

誌等又は発表

学会等の名称 

概要 

（著書）         



        

1『家庭科における意思決定能力』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2「初等家科教育法」 

学習の手引き 

 

 

 

 

 

 

3.子ども学論集 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

平成 21 年 

（2009 年） 

2 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 21 年 

（2009 年） 

4 月 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年 

（2023 年） 

11 月 

家政教育社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京未来大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

学文社 

p193－p204 担当 

佐藤文子、角間陽子、俣倉朋美、山下梢、

佐藤ゆかり Eric Keung 、飯塚比奈子、那

須智子、近藤清華、庄司佳子、布川和恵 

第12章 家政学教育における意思決定－カ

リキュラムの視点から－大学における教員

養成カリキュラムにおいて、高等学校家庭

科教員がどのような意思決定のもとに、家

庭科に関する知識・技術を身につけている

かを把握し、大学教育への期待が多きいい

ことが明らかになっている。特に、大学教

育における地域社会、環境、福祉、高齢者

の生活、消費生活に関する内容の充実が課

題となっている。 

（全 240 ページ） 

 

東京未来大学通信教育課程の「初等家庭科

教育法」（3 年次配当、小学校教員免許状取

得必須、2 単位）において、家庭科の学習の

手引を作成した。テキストを要約し、簡単

な問題を作成している。テキストの学習を

確実なものにできるため、知識の定着がで

きている。 

(全 10 ページ） 

 

p94-p110 担当 

石黒万里子、青木研作、近藤清華、塙和明、

永井聖二、富山尚子、那須野三津子、朝比

奈朋子、杉野緑、長野麻子、藤田寿伸 

第6章 家庭科における食教育の内容と課題

－小学校家庭科教科書の記載を中心に－ 

小学校家庭科の食の内容である調理実習に

着目した。小学校家庭科教科書 2 社を用い

て分析を行い、小学校から始まる家庭科の

学びが中学・高等学校の学びの基礎になる

ため、小学校での学習の仕方の重要性と課

題を論じた。 

（全 145 ページ） 

 
      

（学術論文）         

 

1『大学における家庭科教員養成

カリキュラムの現状と課題（第

1 報）－高等学校家庭科教員の

教科内容・指導に関する認識・

実態－』     

 （査読付き論文） 

 

 

 

 

 

 

 

 

2『大学における家庭科教員養成

カリキュラムの現状と課題（第

2 報）         

－ シ ラバ ス分 析か ら－ 』         

（査読付き論文） 

  

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

平成 16 年 

（2004 年） 

4 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 16 年 

（2004 年） 

4 月 

 

 

 

 

日本家庭科教

育学会誌   

47 巻 1 号 

p3-p9    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

日本家庭科教

育学会誌 

47 巻 1 号 

p10-p16 

 

 

 

大学教育における家庭科教員養成課程に必

要な内容を考察するため、現職高等学校家

庭科教員の認識・実態の現状を質問紙調査

によって調べた。その結果「知識・技術」

において、得意であると考えている分野は

食生活分野であり、得意ではないと考えて

いるのは住生活分野であること、また、習

得した機関としては大学の専門科目が多

く、消費者教育や高齢者福祉に関するもの

は、研修や社会教育に期待していることが

明らかとなった。                      

論文全般を担当、佐藤は指導。                  

近藤清華、佐藤文子 共著。 

 

大学教育における家庭科教員養成課程に必

要な内容を考察するため、教員養成系学部

と家政系学部のカリキュラムを調査・分析

し、さらに、数人の講義担当者へのインタ

ビューから、大学における教育内容におい

て、高等学校家庭科教員が持つべき能力を



 

 

 

 

 

 

 

3『保育士養成課程における科目

「子どもの食と栄養」の現状と

課題－短期大学のシラバス分

析から』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4『小学校教員養成科目としての

家庭科の現状と課題－短期大

学のシラバス分析から－』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5『家庭科の学習内容の現状－短

期大学生の学習経験から－』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6『家庭科における食領域に関す

る学習内容－小学校家庭科教

科書の記述を通して－』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7『短期大学教育における「こど

も」へのアプローチ－学科名

称を通して－』 
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平成 24 年 

（2012 年） 

12 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年 

（2013 年） 
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平成 26 年 

（2014 年） 

12 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年 

（2015 年） 

12 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年 

（2016 年） 

12 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川口短期大学

研究紀要, 

第 26 号 

p117-p128 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川口短期大学

研究紀要, 

第 27 号 

p185-p194 

 

 

 

 

 

 

 

 

川口短期大学

研究紀要, 

第 28 号 

p137-p147 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川口短期大学

研究紀要, 

第 29 号 

p173-p188 

 

 

 

 

 

 

 

 

川口短期大学

研究紀要, 

第 30 号 

p181-p194 

 

 

網羅していない現状、即ち研究者の見解か

ら、社会の動きをキャッチできる能力、人

間として生きるためのライフスキルを習得

する必要性があることを指摘した。             

 論文全般を担当、佐藤は指導。                         

 近藤清華、佐藤文子 共著。 

 

保育士養成課程における修業科目の一つで

ある「子どもの食と栄養」の内容が、保育

士養成短期大学においてどのように授業展

開されているのかを考察している。 

具体的には、各短期大学における授業名称

および開講科目の修得単位数、さらに、現

在、保育士養成課程において使われている

いくつかの教科書「子どもの食と栄養」を

参考に、項目を設定し、その項目内容が短

期大学の授業において行われているか、否

かについて、分析・検討し、保育士養成課

程に必要とされる内容を論述している。 

 

小学校教員養成を行っている私立短期大学

を対象に、小学校教科目である「教科に関

する科目」として位置づけられている「家

庭」、「教職に関する科目」として位置づけ

られている「家庭科教育法」の授業内容に

ついて考察している。具体的には家庭科の

教科内容、学習指導要領を踏まえた学習内

容、家庭科の指導方法について、各短期大

学のシラバスから小学校教諭として家庭科

を指導する際に必要な内容を知識・技術と

もに習得できているかを論述している。 

 

短期大学生を対象に、小学校、中学校、高

等学校の家庭科での学習状況を把握し、各

学校段階における家庭科の学習内容を分

析、考察している。家庭科での学習内容は

衣食住、家族、消費生活、保育、高齢者等、

多岐にわたっていることから、高等学校卒

業後に家庭科の学習内容を振り返り、学習

内容がどのように定着をしているかを論述

している。家庭科の学習内容として実践

的・体験的な学習指導がされた項目におい

て、学習の定着につながっていることが明

らかとなっている。 

 

家庭科の学習内容には必ず食に関する内容

があり、家庭科教育の長い歴史の中で、系

統的に学ばれている。家庭科の学習のスタ

ートとされる小学校家庭科の食領域に関す

る学習を、小学校学習指導要領、小学校家

庭科教科書、食に関する指導内容から考察

している。小学校家庭科では、学習指導要

領及び教科書を基に授業展開するが、児童

の実態や社会状況を踏まえる必要があり、

他教科との連携も必須であることを明らか

にしている。 

 

短期大学が児童やこどもにどのようなアプ

ローチをしているのか、短期大学の学科名

称から、短期大学がこどもについてどのよ

うな枠組みで学ばれているのかを考察して

いる。さらに、短期大学の役割として、短

期間ではあるが、教養及び専門の知識・技



 

 

 

 

 

 

8『家庭科の教科内容に関する考

察－小学校学習指導要領から

－』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9『「食育」に関する一考察－保育

所保育指針から－』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10『大学における家庭科教員養成

カリキュラムの課題～家庭科

教員の認識・実態とシラバス

分析を中心として～』 

 

 

 

 

 

 

 

11『小・中・高等学校家庭科にお

ける衣生活領域の検討 : 学

習指導要領から』 
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平成 29 年 

（2017 年） 

12 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 

（2018 年） 

12 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 

（2019） 

7 月 20 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 

（2019） 

12 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川口短期大学

研究紀要, 

第 31 号 

p123-p136 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川口短期大学

研究紀要, 

第 32 号 

p105-p120 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本家庭科教

育学会関東地

区会誌 

関東地区会 40

周年記念 

p23－p24 

 

 

 

 

 

川口短期大学 

研究紀要 

第 33 号 

p.79-91 

 

 

 

 

 

 

 

術の習得と、職業又は実生活に必要な能力

の習得が求められていることから、保育士、

幼稚園教諭二種免許状、小学校教諭二種免

許状の資格、免許状取得の状況においても

論述している。 

 

新学習指導要領から小学校家庭科の教科内

容を考察し、今、求められている家庭科の

在り方を整理するとともに、家庭科が一教

科として、学校教育の中でどのような位置

づけとなっているかを検討した。新学習指

導要領の内容を整理し、さらに、日本家庭

科教育学会が要望を出している授業時間数

の確保について等をまとめた結果、家庭科

教育に関わる教員の多くは、重要な教科で

あり、子どもに必要な力をつけさせるため

の内容を指導したいと考えている。今後は、

限られた授業時間数の中での時間数の授業

展開の在り方、児童に身につけさせるため

に必要とされる家庭科教員の資質・能力に

ついても検討が必要であることを論述して

いる。 

 

2017 年に幼稚園教育要領、保育所保育指針、

幼稚園連携型認定こども園教育・保育要領

が同時に改訂・改定された。ここから、保

育、教育のねらいや内容をできるだけ同一

のものにするという動きがあり、保育、教

育の連携が望まれていることが推察され

る。そので、保育所保育指針に示された食

育の内容を整理するとともに、継続的に食

育を学ぶために必要な、各学校段階の連携

について、現状を整理することが重要であ

ると考え、今求められている食育について

整理した。その結果、保育者の立場から、

食育を保育内容に取り入れ、計画する際に

はかなりの知識が必要であることが分かっ

た。さらに食物アレルギーへの対応、個々

の子どもへの対応、保護者支援など今後の

課題について論述している。 

 

大学における家庭科教員養成カリキュラム

及び短期大学における小学校教員養成につ

いて考察し、小学校家庭科における食領域

において学習指導要領、小学校家庭科教科

書から分析・検討している。生活全体を視

野に入れ、自己実現に向けて正しい意思決

定ができる力を持つことが重要である。さ

らに、家庭科教育のバックグランドとして

の家政学への理解を深めることも家庭科教

師として大切だと論じている。 

 

家庭科の内容の一つである衣生活領域につ

いて，現行学習指導要領及び新学習指導要

領に示されている小・中・高等学校の内容

を整理し，衣生活教育の在り方について 

検討するとともに，家庭科の中での衣生活

教育の位置づけについても考察している。 

小・中・高等学校の家庭科における衣生活

に関する学びは，基礎・基本の知識・技術

の習得をし，実生活への工夫から問題解決

する力が求められていると論じている。 

 



12『大学における家庭科教員養成

カリキュラムの縦断的研究-

高等学校家庭科教員の教科内

容・指導の認識・実態の比較

から-』 

（査読付き論文） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13『家庭科における調理実習の内

容と課題－小学校家庭科教科

書における記載から－』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14『小学校教員養成科目としての

家庭科の現状と課題－シラバ

ス分析から－』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15『家庭科における布を用いた製

作の内容と課題－小学校家庭

科教科書における記載から

－』 
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令和 2 年 

(2020) 
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令和 3 年

（2021） 

3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 

（2022） 

3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年 

（2023） 

3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本家庭科教

育学会誌   

62 巻 4 号 

p230-p239 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京成徳大学 

子ども学部紀

要 

第 11 号 

p1-p10 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京成徳大学 

子ども学部紀

要 

第 12 号 

p59-p71 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京成徳大学 

子ども学部紀

要 

第 13 号 

p47-p55 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学教育における家庭科教員養成課程に必

要な内容を考察するため、現職高等学校家

庭科教員の認識・実態の現状を質問紙調査

によって調べ、2002 年調査と 2015 年調査の

比較を行った。その結果「知識・技術」に

おいて、得意であると考えている分野は食

生活分野であり、得意ではないと考えてい

るのは住生活分野であることから、2002 年

調査、2015 年調査ともに同様の結果となっ

た。2002 年調査と比べ、2015年調調査から

は高等学校家庭科教員の指導の基礎的なも

のの多くは大学教育習得されていることが

分かったが、「高齢者の生活と福祉」に関す

る内容においては、今後もより一層、大学

での学びを深める必要があると考えられ

る。 

   

小学校家庭科の調理実習の題材と食材、調

理例について学習指導要領の取り扱いから

教科書の具体的内容を分析した。小学校家

庭科の歴史的変遷からの調理実習の題材や

とりあげられる食材をふまえ、2017（平成

29）年告示「学習指導要領家庭」に示され

た指定題材の教科書での取り扱いについ

て、指導の立場をふまえ、言及した。調理

例等から、調理実習を実施する際には、調

理手順の示されていない調理についての理

解も必要であり、食に関する全体的な理解

が必須となることを論述している。 

 

大学における小学校教員養成カリキュラム

の現状は把握するため、東京都私立大学を

中心にシラバス分析を行った。家族・家庭

生活。食生活、衣生活、住生活、消費生活・

環境の内容について学習指導要領に記載の

内容が大学のシラバスに記載されているか

の有無で分析を行った。2017 年告示の学習

指導要領で加わった「家族・家庭生活につ

いての課題と実践」において、シラバスで

の実施状況が低い点が挙げられた。また、

調理やミシン縫い等の次週に関する内容の

扱いが低いことからも、今後の課題である

と論じている。 

 

小学校家庭科の布を用いた製作について小

学校学習指導要領の取り扱いから、教科書 2

社の取り扱いの内容を分析した。学習指導

要領では、一部の指定された題材として、

ふくろ等があるが、布を用いた製作例とし

て写真を用いて何をどのように製作してい

るのか視覚的に分かりやすく示しているこ

とが明らかとなった。ただ、製作過程を通

して，思考力，判断力，表現力，創造力や

段取り力，集中力や忍耐力，手指の巧緻性

などを育成することや，衣生活文化への伝

承や物への愛着心を育て，資源の有効利用

に対する理解を深める点については，教科

書の内容から全てを得ることは難しいと考

えられる。児童が自ら布を用いた製作活動

に意欲的に取り組めるような指導計画が必

要であり、指導力も重要となってくると論

述している。 

 



16『家庭科教育における調理実習

の系統性を考える－小・中学

校の教科書の記載から－』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17『保育・教育における「食育」

の現状―保育所保育指針，幼

稚園教育要領，小学校学習指

導要領から―』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18『家庭科における「布を用いた

製作」の系統性を考える－

小・中・高等学校の教科書の

記載から－』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（口頭発表） 

1『高等学校家庭科教員の教科内

容・指導に関する認識・実態 

－大学教育との関わりにおい

て－』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2『大学における家庭科教員養 
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令和 6 年 

（2024） 

3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年 

(2025) 
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平成 14 年 

（2002） 
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平成 14 年 

東京成徳大学 

子ども学部紀

要 

第 14 号 

p65-p74 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京成徳大学 

子ども学部紀

要 

第 15 号 

p63-p72 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京成徳大学 

子ども学部紀

要 

第 16 号 

P93-p104 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本家庭科教

育学会 

第 45 回大会          

（お茶の水女

子大学）        

口頭発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本家庭科教

2018 年改訂の学習指導要領では、小・中・

高等学校の学びの系統性が重視された。本

研究では、小・中学校の調理実習題材から

系統性を検討した。小学校では、ゆでる、

いためる調理法を中心としたおかずの調理

が主であり、主食は米飯、汁物はみそ汁の

調理となっている。中学校では、小学校で

の学習を基礎・基本とし、実習例として多

くの例を掲載しており、献立作成につなが

るような内容であった。しかし、中学校の

家庭科の時間時数は限られており、この限

られた時間数で、様々な調理法の基礎・基

本の技術の習得は難しい状況であると言え

る。このことから、小・中の系統性を重視

した授業内容の検討が必要であると論述し

ている。 

 

保育所、幼稚園、小学校における「食育」

に着目するため、保育所保育指針および幼

稚園教育要領、学習指導要領解説の「食育」

に関する内容を比較した。乳幼児期から小

学校における食育の重要性は十分に理解で

きるが、保幼少の連携から考えると、家庭

科は小学校 5 年生から始まるため、継続し

ての学びの観点からは難しい状況がある。

そのため、乳幼児期から学童期にかけての

食育の一貫性について、学びが継続できる

ようなカリキュラムを地域の特色を生かし

ながら作成する必要があると論じている。 

 

現在，小・中・高等学校で使用されている

教科書から，布を用いた製作に関する内容

を分析することにより，児童生徒が身に付

けている技術を中心に，学習指導要領と照

らし合わせることで内容を整理した。その

結果，小・中・高等学校の系統性はある程

度確認することができたが，ハーフパンツ

の製作が中学，高等学校で重複題材となっ

ていたり，ティッシュカバーが小・中・高

等学校で扱われていることも明らかになっ

た。布を用いた製作の時間を十分に確保し，

児童生徒の生活が豊かになるような製作を

行うのは，制約が多くあると考えられ,今後

は，児童生徒の課題を見ながら被服製作の

技術向上と，意欲についても検討していく

必要があると論じている。 

 

 

大学教育における家庭科教員養成課程に必

要な内容を追究するため、現職高等学校家

庭科教員の認識・実態の現状を明らかにし

た。「知識・技術」において家庭科教員が指

導する際に得意であると考えているのは食

生活分野であり、また、得意ではないと考

えているのは住生活分野であった。また、

習得した機関としては大学の専門科目が多

く、消費者教育や高齢者福祉に関するもの

は、研修や社会教育に期待していることが

明らかとなった。               

論文全般を担当、佐藤は指導。                  

近藤清華、佐藤文子 共著。 

 

大学における家庭科教職免許状取得の課程



成の現状と課題              

－シラバス分析から－』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3『家庭科教員養成の現状と課題

を考える（家庭科教員の実

態）』 

 

 

 

 

4『高等学校家庭科教員の教育内

容・指導に関する認識・実態

-2002 年調査との比較から-』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

(2002) 

10 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年 

（2013 年） 

5 月 

 

 

 

 

平成 29 年 

（2017 年） 

12 月 3 日 

育学会 

平成 14 年度例

会 

( 聖 心 女 子 大

学)                      

口頭発表  

 

 

 

 

 

 

 

日本家政学会

第 65回大会,家

政教育部会, 

（昭和女子大

学） 

口頭発表 

 

日本家庭科教

育学会 

20017（平成 29）

年度例会 

（東京家政大

学） 

口頭発表 

について、教育学部と家政系学部のカリキ

ュラムを分析、検討することによって、現

状と問題点を把握した。大学教育において、

家族、家庭、生活時間、栄養、被服材料、

家族との関わりにおける住空間、環境と住

生活、家計の管理に関するものが多く扱わ

れ、「子どもの発達と保育・福祉」、「高齢者

の生活と福祉」、「生活文化」に関する内容

は、あまり扱われていないことが明らかと

なった。                   

論文全般を担当、佐藤は指導。                  

近藤清華、佐藤文子 共著。 

 

大学における家庭科教員養成の現状と課題

について、全国の高等学校家庭科教員にア

ンケート調査をした結果を発表した。家庭

科における各内容についての出身大学別の

教員の得意の程度や、知識・技術の習得機

関等について考察している。 

 

教育現場において求められている家庭科教

育の必要不可欠な教育内容や知識・技術を

把握することにより、大学における家庭科

教員養成カリキュラム構築のための基礎的

知見を得ることを目的とした。2002 年に現

職高等学校家庭科教員を対象に、家庭科を

指導する際に必要とされる能力について調

査した。約 10 年が経った 2015 年に同様の

調査を行った。その結果、「知識・技術」に

おいては得意であると考えている分野は

「食生活」であり、得意ではないとした分

野は「住生活」であった。このことは、2002

年調査と同様であった。また、知識・技術

の習得機関については、2002年調査に比べ、

大学教育に期待していることが明らかっと

なった。 

 

5『家庭科の「背景学問』として

の家政学との関連－1960 年代、

1970 年代における家庭科教育に

関する著書の分析から－』 

 

 

 

共著 

 

令和 7 年 

（2025 年） 

7 月 12 日 

 

日本家庭科教

育学会 第 68

回大会（山口市

産業交流拠点

施設 KDDI 維新

ホール） 

口頭発表 

 

1960 年代、1970 年代における家庭科の背景

となる学問領域（背景学問）への言及や家

庭科と家政学との関連を、家庭科教育に関

する著書から明らかにすることを目的とし

た。2022 年 6 月に CiNii Books で「家庭科」

のキーワードを用い、1960 年 1 月～1979 年

12 月の出版物を検索した(97件)。1960 年

代、1970 年代の家庭科教育に関する著書で

は、教科の成立根拠としての背景学問を家

政学に求める立場、家政学に求めることに

は慎重な立場、背景学問はないとする立場

とが混在していた。しかし、背景となる学

問領域には「家政学」が多く挙げられ背景

学問としてではなくても「家政学」に言及

している著書もみられたことから、両者に

は密接な関わりがあることは認識されてい

た可能性が高いと考えられた。 

 

（その他）         

 

1『第 11 回アジア地区家政学会

（ARAHE）タイペイ大会記録「イ

ンターナショナルマーケッ

ト」』 

 

2『第 20 回国際家政学会（IFHE）

 

単著 

 

 

 

 

単著 

 

平成 13 年 

（2001） 

12 月 

 

 

平成 17 年 

 

日本家政学会

誌      

52 巻 12 号          

報告 

 

日本家庭科教

 

第 11 回アジア地区家政学会（ARAHE）タイ

ペイ大会におけるインターナショナルマー

ケットの様子を報告したもの。 

 

 

第 20 回国際家政学会（IFHE）京都大会にお



京都大会記録「一般研究発表

（口頭発表）」』 

 

 

3 新刊紹介『僕が家庭科教師にな

ったわけ つまるところの「生

きる力」』 

 

 

 

4 離乳食の展示 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

単著 

(2005) 

1 月 

 

 

平成 28 年 

（2016） 

5 月 

 

 

 

令和 7 年 

（2026） 

8 月 

育学会誌    

47 巻 4 号        

報告 

 

日本家政学会

誌 

第 67 巻、第 5

号 

p61 

 

日本家政学原

論部会関西支

部会 

 

ける一般研究発表（口頭発表）の報告をし

たもの。 

 

 

「僕が家庭科教師になったわけ つまると

ころの「生きる力」」小平陽一氏の著書の新

刊紹介として書評を書いた。 

 

 

 

関西家政学原論研究会エクスカーションに

おける家政学と離乳食についてのポスター

展示 

 

（注）「研究業績等に関する事項」には，書類の作成時において未発表のものを記入しないこと。 

 


